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１．はじめに
本研究は，外耳道への灸刺激が，運動負荷による自律

神経活動に与える影響を検討した。

２．方法
対象は，40 歳代の女性 2 名とした。灸刺激は，43℃ 1）

に設定した電気温灸器（セイリン社製）の先端を，仰臥
位でアイマスクを着用した被験者の耳孔に挿入し，10 分刺
激した。運動負荷は，高さ20cm のステップ昇降を自身の
ペースで 5 分行った。自律神経活動は，座位→起立→立
位と体位を変換して起こる自律神経反応を観察する起立負
荷試験を用いた。データは，きりつ名人（クロスウェル社製）
で解析を行い，各パラメーターの指標となるCVRR（自律
神経活動），LF/HF（交感神経），ccvHF（副交感神経）
を算出した。実験は，灸刺激と仰臥位安静を各 1 回行っ
た。1 回のながれは，10 分の灸刺激（または安静）の前
後に起立負荷試験を行い，その後，5 分の運動負荷の後，
起立負荷試験を行った（表 1）。

３．結果
安静と灸刺激前後の各値の変化を図 1 に示す。副交

感神経の指標であるccvHF は，安静で見られた前後変
化の違いが，灸刺激では是正されていた。つぎに，事前の
安静や灸刺激が運動負荷による自律神経活動にどのような
変化を及ぼしたか，座位から立位の変化量で見てみる（図
2）。ccvHF に注目すると，灸刺激の方が運動後に副交感
神経優位になる傾向がみられた。

４．考察
耳針療法の効果は，外耳道や耳介周囲に分布する迷

走神経側枝を刺激した結果，慢性症状による交感神経優
位状態が是正されたためと考えられている 2.3）。本研究で
も，自律神経の調整傾向は見られたが，さらなる検討が必
要である。外耳道への灸刺激に自律神経調整効果があれ
ば，特にスポーツでは，自律神経が関与する長距離走等の
運動中の腹痛等や慢性疲労症候群，運動中の突然死予
防等に寄与できると考えている。
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表1　実験のながれ

図1　安静および灸刺激時の各パラメーターの変化
※左から座位，起立，立位。介入前は実線，後は点線。

黒丸と白丸は各被験者を示す。

図2　運動前後の各パラメーターの変化量
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